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特別通過交通制度運用開始
みんなでともに乗り越えよう
法律知識
保健だより
まちの話題
なみえ創成通信
みんなの図書館／まるしぇコーナー
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／子育て広場

今月の表紙

標葉郷野馬追祭
（７月28日　神旗争奪戦）

広
報

なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ

町内で会ったら
皆さん声を

掛けあいましょうはーい♪
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県道35号の
特別通過交通制度の適用

県道35号（いわき浪江線）の特別通過交通が始
まります。
これまで、浪江町井手から南へは帰還困難区域で

ある双葉町および大熊町を通過することになるた
め、一般車両の通行が制限されていました。
この度、特別通過交通の実施に向け関係機関など

との協議を行い、準備が整ったため、右記の日時か
ら特別通過交通制度の運用を開始します。

■運用対象路線
県道35号いわき浪江線（浪江町大字井
手地内）～国道288号（大熊町地内）

■運用開始日
令和元年９月５日（木）　12時から

県道35号（いわき浪江線）の特別通過交通の適用により、通行証の所持・確認を要せずに通過すること
が可能になりました。なお、県道35号（いわき浪江線）から帰還困難区域への立入りをする際は、これま
でどおり、別途申請が必要です。申請については、一時立入り受付コールセンターまたは浪江町役場へ事前
に申し込みください。
また、二輪車などでの通過、双葉町および大熊町への立入りはできませんので注意してください。

特別通過交通制度運用開始後の帰還困難区域への一時立入り方法について

　 0120（220）788
受付時間　８時～20時（平日）
　　　　　８時～17時（土・日曜日・祝日）

一時立入り受付コールセンター

　 0240（34）0222
受付時間　８時30分～17時15分（平日のみ）

浪江町役場総務課防災安全係（一時立入担当）

特別通過交通路線

特別通過交通
新規路線
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いつか役に立つ

法 律 識
No.33

土地を購入するため、代理人と名乗る人にお金を支払ったが
騙されてしまい困っている

　〈今回の事例〉
私は、家を建てるために土地を探しており、土地の売買を仲介したいというＡさんと
交渉することになりました。Ａさんは、土地の所有者（Ｂさん）の代理人であると言
い、Ｂさんの実印の押された「委任事項欄白紙の委任状」と「印鑑証明書」を持ってい
ました。そこで、私はＢさんの土地を購入するため、代理人であるAさんに1,500万円
を支払いました。
しかし、急にＡさんと連絡が取れなくなり、仕方なくＢさんに連絡をしたところ、Ｂ
さんは、その土地を売る予定はなく、Ａさんには別の土地の売却を代理してもらってい
るとのことでした。委任状の委任事項欄を白紙にしていたのは、Ａさんからどうしても
そうしてほしいと頼まれたからのようです。Ａさんは、「委任事項欄白紙の委任状」を
使い、Ｂさんから売買の代理を受けていない土地を勝手に売っていたのです。しかし、
私はＡさんがＢさんの代理人であると信じて、支払いをしたので、Ｂさんから土地を渡
してもらえないでしょうか？

原則として、代理権の範囲内でないとＡさ
んはＢさんを代理することができないので、
Ａさんと相談者の間で締結された売買契約は
無効となります。しかし、Ａさんは、Ｂさん
の「委任事項欄白紙の委任状」や「印鑑証明
書」を所持していたため、相談者はAさんが
Ｂさんの代理人だと信じていました。「委任事
項欄白紙の委任状」とは、委任する内容が書
かれておらず、代理人にすべての権限を委ね
ることを意味します。
このように、相談者がＡさんを信じるに十

日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

分な理由があるような場合、民法は騙された
方が悪いとはせず、売買契約は成立したこと
とします。つまり、相談者はＢさんの土地を
手に入れることができます。
Ｂさんは、Ａさんに代理を頼む際に、安易
に白紙の委任状を渡したり、「印鑑証明書」を
渡したりしたため、意図せずに土地を手放す
ことになってしまいました。
土地の売買を代理してもらう際は、白紙の
委任状を渡さないようにするなど、十分に注
意することが重要です。

知
弁護士　大橋　征平

総務課 主幹
（所属：福島県弁護士会）

土地
Q

A

だま

だま

Ａさん
（Ｂさんの代理人）

Ｂさん
（土地の所有者）相談者 相談者

この土地の売買を
Aさんに代理して
もらっていないの
で売れません

Ｂさんを代理して、
この土地を1,500
万円で売ります

買います！

ＡさんがＢさんの代
理人だと信じてお金
を払ったので、土地
を渡してほしい
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健康知恵袋

うけどんの

●

●
●
●
　　

　　
　　
　　
　　
●
●

今年も10月から町の総合健診が始まります。昨年の健診のメタボ
該当者・予備群は、福島県の約33パーセントに対し、浪江町は約
39パーセント。浪江町は、おなか回りに脂肪が付いている人が多い
傾向に。健診までにおなかをキュッと引き締めたいあなた！今回は
効果的な運動の紹介です。

１日10回を２セットずつやってみましょう！（まずは、１セットからでも）
（ふくしまの国保　2019年６月号から一部抜粋）

Let’ｓ運動！
～簡単に、涼しい家の中で～

腕立てで腹筋運動（腹筋・肩周辺を鍛える）

ステップ １
おなかの下にボールやクッショ
ンを入れておきます。
両方のひじで上半身を支え、つ
ま先を立てます。

ステップ ２
息を吐きながらおへそとお尻を
引き締めます。
体が水平になるように、おなか
を持ち上げていきます。

５秒キープ !
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　0240（34）0249
　健康保険課健康係
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☆優　勝　ヤングクララーズ
☆準優勝　シニアクララーズ
☆第３位　オールジャック
　　　　　井手スポーツクラブ

８月３日、浪江町長杯ソフトボール大会が、白沢運動場
（本宮市）で７チームが参加して開催されました。
猛暑の中での大会となりましたが、暑さを感じさせない好

プレーが相次ぐなど、白熱した試合が展開され、会場は盛り
上がりました。
結果は次のとおりです。

野手に向かって強烈な当たりが野手に向かって強烈な当たりが野手に向かって強烈な当たりが

“螺の音”鳴り響く中、いざ出陣
かい

騎馬武者の
勇壮な
凱旋行列

雲雀ヶ原祭場地
にて神旗争奪戦

夏空の下、賞状を手に夏空の下、賞状を手に

激しく競り合う選手たち ボールの行方を注視

子供たち一人一人の体力向上を図るため、授業や放課後、
部活動の時間を使い、計画的・継続的に取り組んできました。

７月18日、「学校支援協議会」の皆さんと合
同運動会の打合せを行いました。
参加した皆さんからは、子供たちと地域の人

たちが共に楽しめる競技について、数々の素晴
らしいアイデアの提案がありました。

●日時　10月５日（土）９時～12時
●会場　なみえ創成小・中学校　グラウンド

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

“体力向上プロジェクト”
への挑戦

放課後体力向上運動で指
導を受けている外部講師
に、水泳指導もお願いして
います。
水泳学習は、今年度も南
相馬市の屋内プールを利用
して実施しています。

水泳学習（体育科）

「なみえ創成型コミュニティ・スクール」による連携
～なみえ創成小・中学校・浪江にじいろこども園 合同運動会打合せ～

小学校２年生から中学生
までの希望者を対象に、外
部講師を招いて週２日取り
組んでいます。
“継続は力なり”を一人一
人が意識して実
践しています。

放課後
体力向上運動

合同運動会
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

《浪江町代表チームの大会結果》
☆バレーボール　　　準優勝
☆バスケットボール　第３位
☆剣　道　　　　　　第３位

野手に向かって強烈な当たりが

“螺の音”鳴り響く中、いざ出陣“螺の音”鳴り響く中、いざ出陣“螺の音”鳴り響く中、いざ出陣
かいかいかい

騎馬武者の
勇壮な
凱旋行列

騎馬武者の
勇壮な
凱旋行列

騎馬武者の
勇壮な
凱旋行列

雲雀ヶ原祭場地
にて神旗争奪戦
雲雀ヶ原祭場地
にて神旗争奪戦
雲雀ヶ原祭場地
にて神旗争奪戦

７月27日から29日の３日間にわたり、令
和元年度相馬野馬追が開催され、宇多郷、
北郷、中ノ郷、小高郷および標葉郷の５つ
の郷から騎馬武者が出陣しました。
27日、浪江町内では、標葉郷の出陣式が

行われ、浪江町・双葉町・大熊町からなる
騎馬武者48騎が町内を進軍し、小高神社（南
相馬市）で小高郷と合流した後、雲雀ヶ原
祭場地（南相馬市）へ入場しました。
28日の本祭りでは、南相馬市原町区内で

お行列が披露され、雲雀ヶ原祭場地では、
甲冑競馬と神旗争奪戦が行われました。そ
の後、浪江町に戻り、町内での凱旋行列、
中央公園で神旗争奪戦が行われ、標葉の騎
馬武者たちによる熱い戦いが繰り広げられ
ました。
そして、29日に小高神社において野馬懸

が行われ、３日間にわたる野馬追が幕を閉
じました。
町内は、連日、天候に恵まれ、多くの観

客が騎馬武者の迫力ある姿に魅了されるな
ど、歓声に包まれた３日間となりました。

かっちゅう

がいせん

７月７日、双葉郡スポーツ交流大会が、双葉郡内各所で開催されました。
広野中学校（広野町）ではバレーボール・剣道、ならはスカイアリーナ

（楢葉町）では今年度から追加されたバスケットボールの試合が行われまし
た。当日は雨のため、野球とグラウンドゴルフは中止になりましたが、各競
技とも熱戦を繰り広げ、浪江町から出場したバレーボールチームが準優勝の
好成績を収めました。

夏空の下、賞状を手に

激しく競り合う選手たち激しく競り合う選手たち激しく競り合う選手たち ボールの行方を注視ボールの行方を注視ボールの行方を注視
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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サンドウィッチマン

11時～14時
７日 土

11時～14時
８日 日

毎月
第２土曜・日

曜は

まるしぇの
日♪

9月は

※都合により、内容などを変更する場合があります。ご了承ください。

今月も２日間、多彩なステージゲストが登場！

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。皆さまのお越しを心よりお待ちしています。

産業振興課商工労働係 　　0240（34）0247
10月は12日（土）13日（日）に開催！

その他にも多数のステージゲストがステージを盛り上げます。その他にも多数のステージゲストがステージを盛り上げます。その他にも多数のステージゲストがステージを盛り上げます。

７日
（土）

８日
（日）

記念品
何がもらえるかは
お楽しみ

まち・なみ・まるしぇ
×「うけどん」限定
グッズをプレゼント!

ステージ

イベント（両日）
アカペラグループ「うたゆい」が大阪から歌声を届けます。
一人で一度に演奏する楽器の数は果たしていくつ?!
「ランブリンワンマンバンド」も登場！

「遊亭松太郎」が落語や漫談を披露！
皆さん一緒に楽しみましょう。
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つなごう・つながろう浪江

■日にち　11月23日（土・祝）・24日（日）
■場　所　浪江町地域スポーツセンター

（浪江町大字権現堂字下馬洗田5－2）

復興なみえ町
十日市祭

今年も盛りだくさんの催し物を準備
して、皆さんをお待ちしています。

浪江町商工会 0240（35）3321

つなごう・
つながろう
浪江

つなごう・
つながろう
浪江
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●

なみえ創成小学校・中学校
浪江にじいろこども園

なみえ創成小学校 0240（23）5335 なみえ創成中学校 0240（23）5336

合同運動会合同運動会合同運動会合同運動会
子供たちを応援してくれる皆さん、一緒に楽しみましょう！
どなたでも参加できます。多くの皆さんの来場をお待ちしています！

日　時 10月５日（土）　９時～12時
場　所 なみえ創成小・中学校グラウンド

（雨天時は体育館）

プログラム 借りもの競争、玉入れ、宝拾い、
リレー、お遊戯など

駐車場 ①旧ジャスト西側
②なみえ創成クラブハウス
③校舎北側（来賓用）

暑
防
消
江
浪
●

●

●
イ
オ
ン
浪
江
店

●
イ
オ
ン
浪
江
店

●
イ
オ
ン
浪
江
店

ま
・
ち
な
・
み

至南相馬市

至いわき市

浪江町
役　場

●東邦銀行

●幾世橋
住宅団地

なみえ創成小・中学校

校舎

旧ヨーク
ベニマル

P P
P

③来賓駐車場
②一般駐車場

①一般駐車場

浪江にじいろ浪江にじいろ浪江にじいろ
こども園こども園こども園

クラブ
ハウス
クラブ
ハウス
クラブ
ハウス

幾世橋
集合住宅
　●

幾世橋
集合住宅
　●

幾世橋
集合住宅
　●
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弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課内） 080（2813）0823（平日８時30分～17時15分）

開催日時
場所

内　容

９月27日（金）13時30分～15時
なみえ創成クラブハウス
（浪江町大字幾世橋字来福寺西73番地）

● 気軽に参加してください。（予約不要・参加費無料）
● 健康・放射線相談、Dシャトル（個人線量計）の結果の確認も受け付けています。

「あっぷるサロン」「あっぷるサロン」「あっぷるサロン」開催のお知らせ

◇なみえ創成小・中学校・浪江にじいろこども園合同運動会
応援グッズ作り

◇みんなで勝負！放射線○×クイズ大会！
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来年は私たちも60歳（還暦）になります。
男性の厄流しの集まりから時も経ち、その間
に大きな震災や原発事故がありました。今、そ
れぞれ以前とは違った環境にありますが、記念
の同窓会を行いたいと思います。
できるだけ多くの人に集まってもらいたいの
ですが、連絡先が分からない人も多いので、発
起人（石川）まで連絡先（現住所、電話番号な
ど）をお知らせください。家族や同級生の知り
合いの皆さんからも、該当する人に伝えていた
だければと思います。
なお、同窓会の時期や会場については、今後
検討していきます。

町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します

昭和50年度
　浪江中学校卒業の皆さんへ
　（昭和35年４月～昭和36年３月生まれ）

平成７年３月に浪江中学校を卒業した男性の
厄流しを兼ねた同窓会を開催します。
震災以降なかなか会えない人もいましたが、
この機会に多くの人の参加をお待ちしていま
す。また、家族の皆さんからも伝えていただけ
ればと思います。
■日　時　令和２年１月３日（金）17時～
※男性は16時30分から祈祷を予定していま
すので16時10分までにお集まりください。
女性は16時45分にお集まりください。

■場　所　いわきワシントンホテル椿山荘
(いわき市平字一町目１番地)
0246（35）3000

■会　費　10,000円
※準備の都合上、９月30日（月）までに連絡を
お願いします。

平成６年度
　浪江中学校卒業の皆さんへ
　（昭和54年４月～昭和55年３月生まれ）

発起人　山崎　博文（３年８組）
090（1495）5188

発起人　石川　良行（３年１組）
090（1966）7004
BYQ03777@nifty.com

発起人　大友　豊子（３年５組）
090（6257）4185

き とう

幹事　板倉、菅野、渋谷、大竹
080（5557）9431（板倉）
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応援お願いします
～市町村対抗福島県軟式野球大会～
応援お願いします

～市町村対抗福島県軟式野球大会～
応援お願いします

～市町村対抗福島県軟式野球大会～
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家庭ごみの
受入れを実施

北部衛生センターでは、浪江町内（帰還困難区域を
除く）の家庭ごみの受入れを行っています。ただし、
粗大ごみや指定ごみ袋以外での持込みは有料となりま
す。
なお、事業系ごみについては、平日に可燃ごみのみ
有料で受け入れています。可燃ごみ以外の持込みにつ
いては、双葉地方広域市町村圏組合施設維持課または
北部衛生センターに問い合わせてください。
■平　日（年末年始を除く）
　９時30分～11時30分・13時～15時30分
■休　日（事業系ごみ受入れ不可）
９月16日（月）、10月14日（月）、11月４日（月）、
12月15日（日）、令和２年１月13日（月）、
令和２年２月24日（月）、令和２年３月20日（金）
９時30分～11時30分

ごみ出しのルールを
守りましょう

浪江町内（帰還困難区域を除く）では、ごみの分
別・回収方法が震災以前の方法に変更されています。

「指定のごみ袋に入っていない」「指定のごみ袋
に入っているが正しく分別されていない」といっ
た場合は『違反ごみ』となるため回収できません。

また、鳥獣によるごみの散乱被害を防ぐためにも、
収集日の朝（８時30分まで）にごみステーションに出
してください。
ごみの分別方法と回収日については、住民課除染環
境係の窓口で配布している「ごみと資源の分け方・出
し方」「家庭ごみの収集カレンダー」のリーフレット
を確認してください。
マナーとルールを守り、皆さんで協力して、快適な
住環境を保っていきましょう。

お問合せ先

双葉地方広域市町村圏組合
北部衛生センター
　 0240（35）5454
平日９時30分～15時30分

双葉地方広域市町村圏組合
施設維持課

　 0240（22）3333㈹
平日８時30分～17時15分

浪江町役場住民課除染環境係
　 0240（34）0228
平日８時30分～17時15分
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企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241

浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料タブレットに関する
お問合せ ☎ 0800（919）3287（平日９時～17時15分）

なみえ新聞の「町民申請」はお済みですか？

なみえタブレット 通信

「メニュー　　」を押す

「浪江町をさらに元気に」
するため、ゆるキャラ®グ
ランプリに参加し、浪江町
のイメージアップに取り組
んでいます。応援よろしく
お願いします！
　　ゆるキャラ®グランプリの投票には、

初回のみ「投票用ID登録」が必要です。
お持ちのメールアドレスで「投票用ID」
を登録し、投票を行ってください。

※詳しくは「ゆるキャラグ
ランプリ2019」ホーム
ページをご覧ください。

なみえ新聞内の町民向けコンテンツ「撮れたて写真館」や「おくやみ」は、「町民申請」を行わないと
見られません。アカウント切り替え以降、見ることができていない人は、「町民申請」をしてみましょう。

上記と同じ方法で「町民申請」を行ってください。登録完了のメールが届いた
ら、Safari か Chrome で、もう一度、なみえ新聞にアクセスしてください。
※「インターネットエクスプローラー　 」では、「なみえ新聞」は見られません。

●日時
10月5日（土）10時～15時
●場所
ナショナルトレーニングセンター
Ｊヴィレッジ（浪江町ブース内）

ふたばワールドで
　　「うけどん」に会える！
楢葉町で開催される「ふたばワールド2019 in Ｊヴィ
レッジ」。ここに浪江町のＰＲブースを出展します！
「うけどん」も登場するのでぜひお越しください！

「うけどんツイッター」更新中！
「うけどん」の公式ツイッターが開設されました。
「うけどん」が、浪江町の様子やその
日の出来事をつぶやいています。ぜひ、
フォローをお願いします。

1 氏名、生年月日、浪江のご住所を入力し、「登
録する」を押して、「なみえ新聞」町民利用申
請が完了です。
審査結果のメールが届くまでお待ちください。

3

「町民申請」を押す2

Safari Chrome

うけどん【公式】＠ukedon_namie

うけどんの
投票ページ

http://www.yurugp.jp/

「うけどん」が
ゆるキャラ®グランプリ
に挑戦しています！

web版「なみえ新聞」でも町民申請ができます

行楽や野外での活動に適した季節となり、山林への人の出入りや、野外で
火を使う機会が増えることから、山火事発生の危険性が高くなります。
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消防署からのお知らせ

浪江消防署 　0240（34）4111
富岡消防署 　0240（22）2119火事と救急は119番 《消防署連絡先》

防災週間  ８月30日（金）～９月５日（木）

行楽や野外での活動に適した季節となり、山林への人の出入りや、野外で行楽や野外での活動に適した季節となり、山林への人の出入りや、野外で
火を使う機会が増えることから、火を使う機会が増えることから、山火事発生の危険性が高く山火事発生の危険性が高くなります。なります。

９月はお彼岸もあり、ろうそくなどを使用する機会が増えてきます。
今回は、火災を防ぐためのポイントを紹介します。

令和元年度全国統一防火標語「 ひとつずつ  いいね！で確認  火の用心 」

① ろうそく・線香を使用するときは、その場を離れない
② 誰もいない部屋では、ろうそく・線香の火は消す
③ ろうそく・線香の周りは整理整頓し、可燃物は置かない
④ ろうそく・線香は専用の燭台、不燃性容器に置いて使用する
⑤ 万一に備え、消火器や水の入ったバケツなどを準備する

９月１日を「防災の日」としたのは、大正12年に甚大な被害をもたら
した関東大震災の発災などの理由から、関東大震災の教訓を忘れないと
いう意味を込めて制定されました。
近年、毎年のように様々な災害が発生しています。
防災の日を機会に、もしもの時に備えて防災グッズの準備、点検や
避難場所の確認を行いましょう！

9月1日は防災の日です！

しょく
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健康保険課放射線対策係　　0240（34）0261

放射線相談員だより放射線相談員だより
～思い出の品を捨てるかどうか迷っている人へ～

浪江町役場本庁舎に放射線相談員が常駐しています。
今回は自宅に保管されていた物品の放射性物質の付着が気になる人に、町で行っている放射能
測定についてお話しします。

自宅に置きっ放しにしている子
供のアルバムや大事な着物、趣
味の道具などを使いたいけれ
ど、放射性物質は大丈夫？

地域や家屋によって異なりますが、震災時に屋
内に保管していたものであれば、放射性物質の
付着は少ないかと思います。もし心配であれば
連絡してください。訪問して測定いたします。

屋内に入り込んだ放射性物質は、ほとんどがホコリなどに
くっついています。物品の種類にもよりますが、水洗いや
ウェットティッシュなどによる拭取りで、放射性物質の掃
除が可能な場合もあります。気になる物品があれば気軽に
相談してください。
なお、帰還困難区域から物品を持ち出す場合は、スクリー
ニング場での測定が必要になります。忘れずに立ち寄って
ください。

放射性物質が付着し
ている場合は捨てた
方がいいの？
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皆さまから寄附金などのご支援をいただきました。

●　横浜中ライオンズクラブ
　　　会長　山本　尚志 様（神奈川県横浜市）

●　横浜未来協議会
　　　理事長　関根　信男 様（神奈川県横浜市）

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

寄附金　　　　　　　　　　　　　　　　※順不同

●　星野　正敏 様

●　上羽　紀之 様

ふるさと納税　　　　　　　　　　　　　※順不同
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取材者：ＮＰＯ法人つなぎteおおむた　彌永
取材日：６月19日

故郷の夢は遠くへ…

◆
愛
犬
ラ
ン
と
の
思
い
出

愛
犬
ラ
ン
と
は
、
生
後
50
日
で
出

会
い
ま
し
た
。
母
犬
か
ら
離
さ
れ
て

３
日
目
。
無
邪
気
に
じ
ゃ
れ
て
く
る

他
の
子
犬
た
ち
と
違
っ
て
、
隅
っ
こ

で
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
た
の
。
そ
れ

で
こ
の
子
を
選
ん
で
、
懐
に
入
れ
て

連
れ
て
帰
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
話

す
言
葉
が
分
か
っ
て
い
た
の
ね
。

「
さ
あ
、
草
取
り
や
ろ
う
」
と
言
う

と
、
草
取
り
鎌
を
く
わ
え
て
持
っ
て

く
る
し
、「
新
聞
」
と
夫
が
言
え
ば

尻
尾
を
振
っ
て
持
っ
て
来
る
の
。
そ

ん
な
ラ
ン
も
、
大
阪
に
来
て
３
年
目

に
老
衰
で
目
も
耳
も
衰
え
、
そ
の

上
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
あ

る
夜
、
異
変
を
感
じ
た
夫
が
ラ
ン
の

脈
を
取
っ
て
み
て
「
も
う
駄
目
だ

…
」
と
。「
ラ
ン
！
」
と
呼
ぶ
と
、

か
す
か
に
尻
尾
を
振
っ
て
答
え
た

の
。
だ
か
ら
も
う
か
わ
い
そ
う
に

な
っ
て
、
耳
元
で
「
じ
い
ち
ゃ
ん
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
大
丈
夫
。
今
ま
で
あ
り

が
と
う
。
も
う
、
眠
っ
て
い
い
よ
」

と
呼
び
掛
け
た
ら
、
そ
れ
ま
で
振
っ

て
い
た
尻
尾
の
動
き
を
止
め
て
…
。

こ
れ
が
ラ
ン
の
17
年
の
最
期
で
し

た
。

◆
震
災
か
ら
今
日
ま
で

地
震
直
後
は
何
が
起
き
た
の
か
理

由
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
夫
と
ラ

ン
と
一
緒
に
町
を
出
ま
し
た
。
避
難

は
ス
ム
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
よ
。
ま
ず
家
探
し
へ
。
犬
が
一
緒

だ
と
分
か
る
と
断
ら
れ
ま
し
た
。

転
々
と
し
た
後
に
娘
が
い
る
大
阪
に

行
く
こ
と
を
決
め
、
航
空
券
を
取
る

た
め
の
順
番
取
り
に
４
日
間
も
空
港

内
で
泊
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

よ
う
や
く
大
阪
へ
着
い
て
タ
ク
シ
ー

に
乗
っ
た
ら
「
え
、
福
島
か
ら
？
被

ば
く
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
」
と
、

乗
車
拒
否
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
犬
は
荷
物
と
一
緒
に
ト
ラ
ン
ク

に
入
れ
ら
れ
て
ね
。
ま
た
、
口
座
開

設
し
に
行
っ
た
銀
行
で
は
、
開
設
を

拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
２
行
続

け
て
。
拒
否
の
理
由
は
不
明
の
ま
ま

で
す
。「
被
ば
く
」
と
い
う
言
葉
の

重
み
や
差
別
性
を
、
こ
ち
ら
に
来
て

か
ら
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
避
難
者
で
あ
る
と
同
時

に
、
放
射
能
被
ば
く
者
で
あ
り
、
危

険
人
物
だ
っ
た
の
か
も
…
。
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
て
、
早
く
も
８
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
か
つ
て
、
退
職
後
の
楽

し
み
に
と
、
土
づ
く
り
か
ら
い
そ
し

ん
だ
浪
江
の
庭
。
そ
こ
に
夢
い
っ
ぱ

い
で
植
え
た
柿
や
キ
ウ
イ
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
追
い
出
さ
れ
た
故
郷
の

景
色
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
出
版
へ
の
思
い

こ
の
絵
本
で
は
、
動
物
が
放
置
さ

れ
た
理
由
を
「
原
発
事
故
」
と
、

は
っ
き
り
文
字
に
は
し
て
い
な
い
ん

で
す
が
、
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
そ
れ

を
感
じ
て
、
そ
し
て
分
か
っ
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
。
原
発
事
故
で

は
、
人
だ
け
で
は
な
く
動
物
に
も
多

く
の
犠
牲
が
出
ま
し
た
。
絵
本
を
通

じ
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲自身の著書を手に

▲震災前の自宅付近の航空写真と
　直筆の愛犬ランの肖像画

大阪府

志賀　伸子さん（川添）

志賀さんは夫の資隆さんとお二人で、大阪にお住まいです。
２年前の夏、東京の出版社による絵本の原稿募集を知り、「動物も

人間も命は大切だと伝えたい」との思いから、被災地で何があったの
かを、動物の目線で執筆。温かいタッチの挿絵付きの絵本「長いおる
すばん」（広報なみえ４月号14ページ掲載）として、今年２月に出版
されました。

���� �������	
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの

声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第99号 ●

「浪江のこころ通信／第99号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593
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『 なみとも・ゲストハウスあおた荘 』
浪江町大字権現堂字御殿南18－8
　090(2320)3874
　https://namienet.wixsite.com/namitomo

わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
の
後
、
社
会
人
と
し
て
関
東

圏
で
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
福
島
の
状

況
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
社
を
辞
め
て
福
島
に
戻
っ
て

か
ら
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
す
る
知
人

か
ら
詳
し
い
情
報
を
聞
き
、
私
自
身

も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

平
成
28
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん

ぷ
く
に
入
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

員
と
し
て
福
島
拠
点
で
１
年
余
り
活

動
し
ま
し
た
。
浪
江
町
と
の
関
わ
り

が
強
く
な
り
、
町
の
自
慢
話
を
聞
か

さ
れ
た
り
、
日
頃
よ
く
し
て
も
ら
っ

た
り
す
る
中
で
、
一
部
避
難
指
示
解

除
後
の
町
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た

い
と
移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。
区
長

の
佐
藤
秀
三
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
「
青
田
下
宿
」
の
オ
ー

ナ
ー
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、「
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
あ
お
た
荘
」
の
運
営
を
始

め
ま
し
た
。

小
林
さ
ん　

浪
江
町
で
最
初
に
行
わ

れ
た
夏
祭
り
で
、
移
住
を
希
望
し
て

い
た
和
泉
く
ん
と
知
り
合
い
、
２
人

で
平
成
30
年
２
月
に
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
あ
お
た
荘
」
と
「
な
み
と
も
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
町
の
人
と
共
に
こ
こ
で
暮
ら
そ

う
」「
友
達
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
な

ど
、
老
若
男
女
問
わ
ず
人
と
人
が
つ

な
が
る
場
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
あ
お
た
荘
を
活

動
拠
点
と
し
て
、
町
の
人
た
ち
や
移

住
し
た
若
者
同
士
が
交
流
で
き
る
よ

う
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
町
民
の
方
々
と
流
し

そ
う
め
ん
や
餅
つ
き
を
し
た
り
、
浪

江
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
知
る
「
な

み
え
あ
る
も
の
探
し
」
を
企
画
し
て

ま
ち
歩
き
を
し
た
り
、
移
住
相
談
に

も
乗
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

町
外
か
ら
20
代
の
若
者
３
人
が
移
住

し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
今
の
暮
ら
し
や
「
な
み
と
も
」
の

活
動
、
浪
江
町
の
こ
れ
か
ら
に

対
す
る
思
い
な
ど
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

大
高
さ
ん　

浪
江
町
に
越
し
て
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
i
n
に
就
職
し
、
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
栽
培
の
研
修
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
来
年
に
は
友
人
と
２

人
で
独
立
し
ま
す
。
何
か
を
育
て

る
・
作
る
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
が
よ
く
分

か
る
農
業
は
性
に
合
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

浪
江
町
は
気
候
的
に
過
ご
し
や

す
く
、
海
風
も
心
地
い
い
。
人
も
優

し
い
で
す
し
、
何
よ
り
都
会
よ
り
も

ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
。
町
に
は
家
や

仕
事
を
紹
介
す
る
支
援
、
移
住
者
に

対
す
る
家
賃
補
助
な
ど
を
望
み
ま
す

し
、
双
葉
郡
に
寄
り
添
っ
た
「
移
住

定
住
支
援
制
度
」
が
あ
っ
た
ら
い
い

で
す
ね
。

和
泉
さ
ん　

僕
は
今
年
、
浪
江
の
農

家
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
て
、
加
倉

や
川
添
、
西
台
の
畑
で
、
エ
ゴ
マ
を

作
っ
て
い
ま
す
。
浪
江
の
土
づ
く
り

や
風
評
被
害
に
負
け
な
い
作
物
は
何

か
を
考
え
な
が
ら
農
業
を
豊
か
に
し

て
い
き
た
い
。
生
活
の
糧
も
得
た
い

し
、
移
住
者
の
モ
デ
ル
に
も
な
り
た

い
で
す
ね
。

「
な
み
と
も
」
と
し
て
は
、
運
動

会
な
ど
で
子
供
た
ち
と
の
交
流
を

図
っ
た
り
、
総
合
学
習
で
町
内
を
歩

き
、
大
豆
や
エ
ゴ
マ
栽
培
な
ど
を
見

学
・
体
験
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
子
供
た
ち
と

一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
学
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

僕
は
今
、
町
民
の
方
々
と
も
つ

な
が
り
、
不
便
な
く
楽
し
く
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
浪
江
で
ど
う
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
く
の
か
、
10
年
後
、
20

年
後
の
姿
を
想
像
し
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
大

切
で
す
し
、

外
に
向
け
て

情
報
発
信
す

る
こ
と
も
必

要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
林
さ
ん　

私
は
平
成
27

年
に
浪
江
町

職
員
の
夫
と

結
婚
し
、
平

成
29
年
３
月

に
一
部
避
難

指
示
解
除
に

な
っ
た
後
、

同
年
４
月
に

浪
江
町
に
越

し
て
き
ま
し
た
。
主
婦
の
傍
ら
、

「
な
み
と
も
」
の
活
動
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
あ
お
た
荘
の
副
管
理
人
、
エ

ゴ
マ
作
り
の
手
伝
い
。
あ
と
は
、

一
般
社
団
法
人
ま
ち
づ
く
り
な
み

え
の
視
察
ツ
ア
ー
の
ア
テ
ン
ド
な

ど
も
。
そ
れ
か
ら
若
者
同
士
で
月

１
回
く
ら
い
〝
ご
は
ん
会
〞
を
し

た
り
、
近
所
の
お
店
に
出
掛
け
た

り
し
て
い
ま
す
。

２
年
前
に
比
べ
る
と
夜
も
明
る

く
な
り
、
町
な
か
の
施
設
も
ず
い

ぶ
ん
充
実
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
浪
江
で
育
つ
子
供
た
ち
が

増
え
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
親
子
で

過
ご
し
や
す
い
遊
び
場
や
公
園
な

ど
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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なみとも
　代　表 小林奈保子さん（権現堂）
　副代表 和泉　　亘さん（権現堂）
　移住者 大高　　充さん（川添）

◆
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
時
か
ら

浪
江
で
暮
ら
す
ま
で
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
小
林
さ
ん　

そ
の
日
は
１
年
目
か
ら

２
年
目
と
い
う
仕
事
の
節
目
で
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
実
務
を
通
じ
て
行
う
教

育
訓
練
）
な
ど
の
研
修
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
郡
山
市
内
の
自
宅
マ

ン
シ
ョ
ン
は
X
字
型
の
亀
裂
が
か

な
り
入
っ
て
ド
ア
の
開
閉
が
で
き

な
く
な
り
、
知
人
の
と
こ
ろ
に
身

を
寄
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
田
村
市
の
実
家
は
菌
床

シ
イ
タ
ケ
栽
培
農
家
を
営
ん
で
い

て
、
シ
イ
タ
ケ
を
全
て
廃
棄
処
分
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
を
見
な

が
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
、
や
き
も
き
し
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
放
射
線
の
危
険
に

関
す
る
情
報
も
あ
や
ふ
や
で
、
周
り

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
す
る
知
人
た
ち
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
し
た
。
６
月
頃
に
会
社
が
再

開
し
、
そ
の
後
約
２
年
間
勤
め
ま
し

た
が
、
時
々
、
避
難
所
に
な
っ
た

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
（
郡
山

市
）
な
ど
で
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。平

成
25
年
９
月
、「
田
村
市
復
興

応
援
隊
」
の
発
足
と
同
時
に
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
担
当
に
な
っ
た
都
路

町
の
方
々
に
暮
ら
し
へ
の
要
望
な
ど

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
、
軽
作
業
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
平

成
26
年
の
避
難
指
示
解
除
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
活
動
に
従
事
し
、

「
よ
り
あ
い
処
華
」
の
開
店
サ
ポ
ー

ト
も
し
ま
し
た
。
本
当
に
手
探
り
で

し
た
ね
。

大
高
さ
ん　

受
験
の
た
め
に
埼
玉
の

祖
母
の
家
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
震

度
５
強
の
大
き
な
揺
れ
が
起
き
ま
し

た
。
慌
て
て
つ
け
た
テ
レ
ビ
か
ら
は

津
波
の
映
像
が
流
れ
、
ま
る
で
ジ
オ

ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
で
言
葉
が
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
や
友
人
へ
の

電
話
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
実
家
の
近
く
で
大
規
模
な
土
砂

崩
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
小
・

中
学
校
の
同
級
生
だ
っ
た
和
泉
く
ん

の
家
が
と
て
も
心
配
で
し
た
。
大
地

震
当
日
に
起
き
た
、
こ
の
白
河
市
葉

ノ
木
平
地
区
の
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、

住
宅
10
軒
が
の
み
込
ま
れ
、
13
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

そ
の
年
の
後
期
試
験
は
取
り
や

め
に
な
り
、
浪
人
生
活
後
、
東
京
で

５
年
間
の
大
学
生
活
を
送
り
ま
し

た
。
そ
の
間
に
、
和
泉
く
ん
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｊ
i
n
の
川
村
代
表
か
ら
浪

江
の
話
を
聞
い
て
関
心
を
抱
き
、
移

住
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

和
泉
さ
ん　

高
校
を
卒
業
し
、
郡
山

市
に
あ
る
建
築
系
の
専
門
学
校
に
入

学
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災

で
約
1
か
月
遅
れ
ま
し
た
。
白
河
の

家
は
土
砂
崩
れ
の
現
場
に
近
く
、
近

所
の
人
も
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
僕

は
す
ぐ
に
郡
山
市
に
引
っ
越
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
浜
通
り
と
の
つ
な
が

り
は
無
く
、
津
波
や
原
発
事
故
と
言

取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：６月22日

浪江の人たちや移り住む人たちと共に、
浪江の明日をゆっくり作っていきたい

福島県

「なみとも」の活動拠点、「ゲストハウスあおた荘」で出迎えてくださったのは、一部避難指
示解除後に浪江町に移り住んだ20代から30代の３人の若者でした。「なみとも」が相談に
乗ったり、きっかけを作ったりした町外からの若い移住者は徐々に増えているそうです。
「私たちの暮らしの延長線上に『なみとも』の活動が当たり前のようにあります。この浪江
でみんなが助け合って、楽しく生活できるように、隣組みたいなものになりたい」と、にこや
かに話してくださいました。

き
ん
し
ょ
う

小林さん 大高さん 和泉さん
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　７月24日、第３回子育てサロン「ぽかぽかテ
ラス」を浪江にじいろこども園で開催しました。
　主に宮城県気仙沼市で母乳指導や母子支援など
を行っている助産師の三橋さんを講師に迎え、
「お子さんと一緒にできる体型リカバリースト
レッチ体操」を行いました。
　「ヨガや瞑想をするときは余計なことを考えず、
呼吸したときの温度や匂いなどのちょっとした

“自分”を感じることが大切」と、三橋さんから事前にアドバイスがあり体操が始まりました。最初は、親子で
一緒に体を動かしていましたが、そのうち子供たちは、大型積み木やミニカー遊びに夢中に。その間、保護者
の皆さんは子供のことを気にせず、呼吸法を学んだりストレッチに取り組んだりしました。ゆっくりとした呼
吸法や動きを意図的に行い、何も考えない時間を作り出すことは、日頃、子育てに奮闘している保護者の皆さ
んにとって、気分のリフレッシュにつながり、子育てを楽しむためにも大切な時間となるとのことです。
今後も、子育てで忙しい保護者の皆さんに、心と体をリフレッシュしてもらえるような内容を考えています
ので、ぜひ遊びに来てください。

第５回 子育てサロン「ぽかぽかテラス」のご案内
●日　　時　９月25日（水）
　　　　　　10時～11時30分
●場　　所　浪江にじいろこども園遊戯室
●申込方法　９月20日（金）までに電話で申し

込んでください。

10時～10時45分　
「ママとお子さんのリフレッシュ体操パート２」
10時45分～11時30分
町の保育教諭や保健師、保護者同士の「ふれあ
いタイム」または「園庭遊び」

ぽかぽかテラスを開催しました

　・　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

内  

容

めい

� � � � �
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